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□ 単価表の見方・使い方 □

基準書の率を採用して必要量を計上した。

京八王子地区単価を採用したが、同誌に掲載ないものに

見 積 実 例 ： 橋 梁 工 事

土木工事の積算合理化への足掛かりとして参考に供する

ついては別途に調査して採用した。

5. 数量は実際の施工数量とし、割増率等については、積算

ものである。

4. 主要材料の単価は、原則として「建設物価」最新号の東

1. ここに掲載した単価は、モデル工事を施工するのに必要

な単価である。土木工事は１件ごとに各種条件が異なり

3. 内訳は、市場単価に見合う複合単価方式（下請経費を含

む）としており、一位代価表は作成しない。この資料は

相当の差額が生じる場合もあるので、利用にあたっては

十分留意されたい。

2. 単価の基礎は、関東一円の比較的大手の建設会社の平均

的な施工単価であるので参考にされたい。
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1. 工 事 概 要 と中埋を施工し、地覆工、排水工、高欄工などの

上部雑工事を施工して当工事が竣工となる。

(1) 工事総覧 主要工事数量は次の通りである。

工 事 名 ○○橋梁（ＰＣ道路橋）工事 1. 橋梁下部工

工事場所 東京から西方50km圏の都市（郊外地域） 1.1 橋台工（Ａ1、Ａ2）

工 期 195日（6箇月+15日） 1.1.1 橋台基礎工

発 注 者 国交省関東地方整備局□□国道事務所 床掘 758.5 m3

施 工 者 ◇◇建設株式会社東京支店 埋戻し 560.0 m3

工事諸元 橋梁上下部工事 残土処理（運搬距離5.0km） 397.5 m3

橋梁延長30.0m ＰＣ桁長14.94ｍ×2連 基礎砕石 17.2 m3

（ 車道 8.0ｍ 均しコンクリート 23.8 m3

歩道（片側のみ）1.5ｍ 鋼管杭 直杭φ600 L=7.0m 21 本

高欄部分 0.8ｍ（0.4ｍ×2） 鋼管杭 斜杭φ600 L=7.0m 7 本

下部工 1.1.2 橋台躯体工

橋台（鉄筋コンクリート造） 2基 コンクリート 292.8 m3

Ａ1 鋼管杭基礎（直杭及び斜杭） 1.1 橋脚工（Ｐ）

Ａ2 ベタ基礎（砕石基礎） 1.2.1 橋脚基礎工

橋脚（鉄筋コンクリート造） 1基 床掘 250.0 m3

Ｐ 鋼管杭基礎（直杭） 埋戻し 190.0 m3

上部工 残土処理（運搬距離5.0km） 60.0 m3

上幅×下幅×高さ×桁長

ＰＣ桁500×300×930×14,940mm 基礎砕石 10.3 m3

26本 鋼管杭 直杭φ600 L=7.0m 15 本

別途工事 次の工事は、当工事竣工後引続き別途 1.2.2 橋脚躯体工

工事として発注される。 コンクリート 94.5 m3

1.取付道路の路床以上の舗装 2. 橋梁上部工

舗装面下1.5m路体部までの橋台埋戻 2.1 主桁製作架設工

しは当工事） ＰＣ桁 桁長14.94ｍ 26 本

2.橋面舗装 2.2 横組み中埋め工

3.伸縮継手 コンクリート 26.4 m3

4.踏掛板 ＰＣ鋼棒 φ26 kg

5.袖擁壁 定着装置 φ26用 66 組

6.河道修正（現河床までの埋戻しは 2.3 支承工

当工事） アンカーバー

(SS400φ22×450固定側) 12 本

アンカーバー

(2) 工事内容 (SS400φ29×550可動側) 12 本

当工事は郊外の小河川に、ＰＣ道路橋（2スパ 2.4 地覆工

ン）を架設するものである。 コンクリート 9.2 m3

まず、橋台Ａ1を築造し、その間に並行してＰ 2.5 排水工

Ｃ桁 を工場製作し現場に搬入する。次いで橋台 硬質塩化ビニル管 φ150 6.4 ｍ

Ａ2 を施工し、引続き橋脚Ｐ を施工し下部工を 2.6 高欄工

終える。次に上部工の ＰＣ桁を架設して横組み アルミ高欄

橋 梁 工 事

2,625.0
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（支柱間隔2.5ｍ ３レール） 60.0ｍ 5) 電力設備工

(3) 施工条件 工事基地内に受電設備を設け、動力配線、照明

1) 現場環境は郊外地域で付近に人家は無い。 設備を設置する。

2) 河川は小河川で、平常時はほとんど水は流れ 6) 安全設備工

ない。洪水時には、水底から ＋4.0ｍ位まで水 工事基地、仮設道路及び現場の内外に各種安全

位が上がると想定される。 標識類、防護柵等を設置する。

3) 地質は、橋脚Ａ1と橋脚Ｐのところは土砂（ (2) 橋台工Ａ1

砂質土）橋台 Ａ2側は岩盤（軟岩）であり、Ｐ 準備工事終了後、Ａ1橋台に着手する。

とＡ2 の間には有るか無いかの小流がある。 1) 橋台基礎工Ａ1

4) 現河川敷及び河岸の状態は良好で、生コン車 ア. 土留鋼矢板工

コンクリートポンプ車等は自由に走行出来る。 床掘に先立ち、鋼矢板Ⅲ型をバイブロハンマ(

5) ＰＣ桁は工場においてプレテンション桁とし 60kw）にて打設する。

て製作し、現場に搬入、架設する。 イ. 床掘工

6) 残土処分地は、施工場所から 5km先に処分す 床掘は、バックホウ(山積0.8m3）と人力で行い、

るものとし、処分費は別途計上する。 埋戻し土はブルドーザ（15t)にて付近に押土して

7) 施工は原則として昼間施工とする。（午前８ おき、残土はダンプトラック（10t積)に積込んで、

時から午後５時）土曜、日曜日、祝祭日は休日 5km先の土捨場に搬出する。

とする。 ウ. 土留支保工

8) 工事基地（20ｍ×25ｍ）を現場付近に設け、 床掘の進行に合わせて、Ｈ形鋼により、腹起し

現場事務所、作業員休憩所等を設置する。 切梁を設置する。

9) 当工事の施工は、国土交通省制定の土木工事 エ. 水替え工

共通仕様書及び特記仕様書によるものとする。 床付け終了後、釜場を設けて,水中ポンプφ80

mmを１台据付け運転し水替えをする。

2. 工事施工方法と手順 オ. 基礎杭打設工

工程は別表「工事工程表」及び「主要機械工程 鋼管杭をディーゼルハンマ(ラム重 3.5t)にて

表」の通りであるが、それに基づく工事施工の方 河床上で打込む。床掘終了後杭頭処理を行う。

法と手順のあらましを述べる。 カ. 基礎砕石工

(1) 準備工事（期間15日） 人力で敷均しランマ(60～100kg)で締固める。

1)工事基地の設定 キ. 均しコンクリート工

最初に工事基地に、現場事務所、監督員詰所、 均しコンクリート型枠を組立て、人力で打設す

作業員休憩所、型枠、鉄筋加工場等の必要とする る。

仮設建物を設置する。また社員用の宿舎を１軒借 2) 橋台躯体工Ａ1

り上げる。 ア. 型枠工

2) 仮設道路の築造 鋼製型枠又は木製型枠を枠組み支保工とともに

既設の公道から現場まで、幅員6ｍ、延長154ｍ 組立てる。

の仮設道路を築造する。地盤の状況は良好なので イ. 鉄筋工

整地して、再生クラッシャーランを敷均す。 SD295A,SD345 D13～D29の鉄筋を組立てる。

3) 仮排水路の築造 ウ. 足場工

次いで工事期間中、水流を切替えるための仮排 枠組み足場を設置する。

路として、ヒューム管φ1000を延長で15ｍ設置す エ. 躯体コンクリート工

る。 コンクリートポンプ車にて打設する。

4) 給排水設備工 オ. 解体工

仮設建物の給水は既設の上水道から受ける。 型枠、支保工、足場を解体し橋台躯体工が終了

仮排水は、塩ビパイプを設置し、素掘側溝を設置 する。

する。 (3) 橋台工Ａ2
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1) 橋台基礎工Ａ2 緊張後、ＰＣ鋼棒のまわりにグラウト注入を行

ア. 床掘工 う。

軟岩につき、土留工は行わず、バックホウと カ. 型枠解体工

人力で床掘を行い、埋戻し土はブルドーザで押土 グラウト終了後型枠を解体して、横組・中埋め

して集積し残土はダンプトラックに積込み 5km先 工が終了する。

の土捨場に搬出する。 (8) 支承工

以下、橋台基礎工Ａ1 と同様の手順で施工する。 ＰＣ主桁が載る位置には、架設前にネオプラス

イ. 基礎砕石工 板、ネオプレート板、発泡スチロール板を、橋台

ロ. 均しコンクリート工 ・橋脚上部に取付ける。

2) 橋台躯体工Ａ2 ＰＣ主桁間の中埋めコンクリートの位置に、架

橋台躯体工Ａ1と同様の手順で施工する。 設前にアンカーバーを橋台・橋脚の上部に埋込ん

(4) 橋脚工Ｐ でおく。

橋台工終了後、橋脚工に着手する。橋脚の位置 (9) 橋梁上部雑工

は河芯付近であるが、Ａ1 橋台と同様の手順で 1) 地覆工

土砂上に築造するので、鋼管杭基礎としている 橋梁上部（ＰＣ主桁）の両側部分（高欄基礎立

ため、その施工手順も橋台Ａ1 と同様である。 上り）に型枠、鉄筋を組立て、橋面上から直接、

1) 橋脚基礎工 コンクリートを打設する。

橋台基礎工Ａ1 の基礎工と同様の手順で施工す 2) 排水工

る。鋼管杭は径600 L=7.0ｍの直杭のみである。 橋面８ヶ所にあらかじめグレーチングを取付け

2) 橋脚躯体工 その下部に硬質塩化ビニル管を設置する。

橋台躯体工Ａ1 の躯体工と同様の手順で施工す 3) 高欄工

る。 地覆上にアルミ製高欄を取付ける。終了後吊り

(5) ＰＣ主桁製作工 足場を解体する。

上部工の手始めに、ＰＣ主桁を工事初期段階に 以上で橋梁工事が終了する。

発注し、プレテンション桁として工場製作し、夜 (10) 跡片付け工（期間15日）

間現場に搬入する。 本工事が終了したら、跡片付けを行う。

(6) ＰＣ主桁架設工 1) 仮排水路のヒューム管を撤去して元の流れに

施工済みの橋脚、橋台上にＰＣ主桁を もどす。

ラフテレーンクレーン60t 吊にて順次架設する。 2) 給水設備、排水設備、電力設備を撤去する。

(7) 横組み中埋工 3) 各種安全設備・標識類を撤去する。

架設されたＰＣ主桁を横組み、中埋めして緊張 4) 仮設道路をブルドーザで押し崩して付近に敷

・定着する。 均し、原状に復旧する。

ア. 吊り足場工 5) 現場事務所、作業員休憩所等の仮設建物を解

ＰＣ主桁間に吊り足場を設置し、必要な防護工 体し、搬出する。

を行う。 6) 仮設建物撤去後の工事基地の片付け、清掃等

イ. 型枠工、鉄筋工、ＰＣ鋼棒工 を行い原状に復旧して地主に返還して、工事が

ＰＣ主桁の周囲に木製型枠を設置し、鉄筋を組 竣工する。

立てＰＣ鋼棒を配置する。

ウ. コンクリート工

コンクリートを 16t吊りトラッククレーンにて

橋面上部からバケット打設する。

エ. ＰＣ鋼棒緊張・定着工

コンクリート硬化後、配置したＰＣ鋼棒を緊張

し、コンクリートに定着させる。

オ. グラウト工
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工事 工種 種別

（1名)

規格

資材単価表 建設物価 平成21年12月号

規格

〃 丸蓋 〃 290

〃 二十字補強 〃 330

〃 十字補強 〃 320

鋼管杭エキストラ 端部補強バンド 〃 390

鋼管杭 SKK400 kg 125

異形棒鋼

トラッククレーン 油圧式16t吊

〃
バイブロハンマ

60kW

水中ポンプ 80㎜

油圧式60t吊

〃 59,000

〃 57,000

〃 1,500

m3 11,700

〃 11,900

橋梁上部工 PC桁架設工 桁製作、架設

ディーゼルパイルハンマ
ラム重3.5t

〃 雑工 地覆、排水、高欄等

15ｔ

杭打機

ブルドーザ

再生クラッシャラン 40-0

交通誘導員

機種

主要機械工程表

4 5

〃 58,000

6

〃 橋脚工 P橋脚

〃 21-8-25(20)

共通仮設 準備費
事務所設置･撤去、

測量等

〃 安全費

〃 〃 A2橋台

仮設工 仮設工
仮設道路、仮排水路、

電力設備

橋梁下部工 橋台工 A1橋台

橋梁工事 工程表

1 2 3 4 5 6 7

〃 SD345 16～22㎜

71 2 3

バックホウ 山積0.8m3

〃

〃 〃 13㎜

単価（円）品名

SD295A 10㎜

ランマ 60～100kg

ダンプトラック 10ｔ

備考

ｔ 59,000

単位

〃 〃 29㎜

生コンクリート 18-8-25（20）

〃 〃 16㎜ 〃 56,000
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